
02
新潟に根ざした科学の情報誌

 特集
にいがた科学フェスタ2009
 コメッセスタイル
コメッセ探偵団紹介
 トピック
ここに巣むすべての生き物たちと
共生できる農業をめざして
環境保全「大河津ネット」活動組織 求草班 生き物係　遠藤 幸明

ものづくりから科学を体験しよう
NPOにいがたエジソン学園 代表　高橋 ゆたか

 科学の旅人
受けとろう！伝えよう！大地からのメッセージ
上越教育大学 学校教育実践研究センター 特任准教授　渡辺 径子

 コメッセ探偵団活動報告

 イベントレポート
化学実験公開講座
万代高校 教諭　市野 正廣

世界天文年と日食
新潟県立自然科学館 天文リーダー　長谷川 哲郎

 県内科学イベントカレンダー

 科学館の地域活動紹介
いつかは地域から研究者を育てたい
長岡市立科学博物館 動物研究室 学芸員補　岩本 二郎

 おにぎる。
天地人バーガー
北里大学保健衛生専門学院　管理栄養科

ご自由にお持ち下さい。
2009.11.5
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に
い
が
た
科
学
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

　

新
し
い
科
学
の
祭
典

　
「
科
学
」
と
よ
ば
れ
る
自
然
界
の
不
思

議
な
出
来
事
は
、
意
外
と
身
近
な
と
こ

ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
と
は
、
そ
ん
な
科

学
の
正
体
を
見
極
め
る
た
め
に
調
査
・

研
究
活
動
を
進
め
る
人
た
ち
の
こ
と
で

す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
丸
と
な
っ

て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
11
月
21
日
土
曜
日
、
コ
メ
ッ

セ
探
偵
団
た
ち
は
独
自
の
テ
ー
マ
で
進

め
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
調
査
・
研
究
活

動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

当
日
は
「
に
い
が
た
科
学
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
9
」
と
題
し
て
、「
コ
メ
ッ
セ

2
0
0
9
」「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
2
0
0
9 

新
潟
県
大
会
」「
科
学

と
み
ん
な
の
広
場
2
0
0
9　

広
げ
よ

う
！
科
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
！
」
と
の

初
の
共
同
開
催
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
科
学
を
楽
し
め
る
祭
典
で
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
」
の
活
動
を

　

見
に
行
こ
う

　

県
内
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
独

自
の
テ
ー
マ
で
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
く
れ
た
「
コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
」。
今

年
も
多
く
の
方
が
研
究
発
表
し
ま
す
。

そ
の
テ
ー
マ
は
、
米
粉
や
玄
米
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
。
ぜ
ひ
当
日
会
場
で
、

そ
の
研
究
成
果
の
発
表
を
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
「
科
学
」
に
対

し
て
新
し
い
興
味
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
当
日
の
1
F
多
目
的
ホ
ー
ル

内
で
優
れ
た
研
究
発
表
、
ユ
ニ
ー
ク
な

調
査
活
動
に
対
し
て
表
彰
し
ま
す
。
は

た
し
て
ど
の
チ
ー
ム
が
受
賞
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

発
表
会
と
授
賞
式
は
21
日
（
土
）
の

み
で
す
が
、
パ
ネ
ル
展
示
は
「
に
い
が

た
科
学
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
」
の
２
日

間
展
示
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
発

表
会
に
来
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日時：2009年11月21日（土）・22日（日）
会場：県央地場産センター メッセピア（三条市）
主催：新潟大学・NPO新潟の科学・自然探偵団
後援：新潟県教育委員会、新潟市教育委員会、長岡市教育委員会、
　　　南魚沼市
共同開催：青少年のための科学の祭典2009新潟県大会、
　　　　　科学とみんなの広場2009 広げよう！科学のネットワーク！

特集

★県央地場産センター メッセピア
　（三条市）へのアクセス

◆歩いて行く
JR上越新幹線燕三条駅から
徒歩５分

◆車で行く
北陸高速自動車道
三条燕インターチェンジから車で５分 

新潟県三条市須頃１丁目１７番地
電話番号　0256-32-2311

メッセピア

リサーチコア
ワシントン
ホテル

至　燕市街

至　三条市街JR弥彦線

三条燕I.C.

JR燕三条駅

北陸自動車道

上越新幹線

国道８号線

信濃川
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5F総合研修室 ホール内ステージ1F多目的ホール ホール内ステージ1F多目的ホール1F体験工房
10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

コメッセ探偵団
発表会

【午前の部】

コメッセ探偵団
発表会

【午後の部】

コメッセ探偵団
授賞式

青少年のための
科学の祭典

科学とみんなの
広場2009
広げよう！

科学ネットワーク

サイエンスデモ&
体験ワークショップ
手づくり万華鏡

サイエンスデモ&
体験ワークショップ
電子顕微鏡を

用いたミクロの世界

1

2

3

懇親会10

4

5

9

6
青少年のための
科学の祭典

8
青少年のための
科学の祭典

13

パネル展示
「ひとつぶ展」

7

第26回新潟県
伝統的工芸品展

第26回新潟県
伝統的工芸品展

11:00～12:00
独自のテーマで調査・研究してきたコメッセ
探偵団の発表会

13:00～14:00
独自のテーマで調査・研究してきたコメッセ
探偵団の発表会

10:00～17:00
コメッセ探偵団の調査・研究結果パネル展示

16:00～16:40
コメッセ探偵団の調査・研究への表彰式

14:20～16:00
●活動報告
Ⅰ：受け取ろう！伝えよう！大地からのメッ
　  セージ！！／上越教育大学 渡辺径子
Ⅱ：田んぼの生き物調査活動
　   ／長岡市立科学博物館 岩本二郎
Ⅲ：平成21年度 越佐発 :温暖化防止はじめる
　   一歩／東北電力株式会社 柏倉実
●独立行政法人科学技術振興機構（JST）
　支援制度について
Ⅰ：科学コミュニケーション事業全体説明
　  ／JST 平井光宏
Ⅱ：「理科ねっとわーく」デモ＆説明
　 ／JST 海邉健二
Ⅲ：「理科支援員」説明＆事例紹介
　 ／JST竹森正人

10:30～12:30
手づくり万華鏡
［オイル万華鏡、テレイドスコープ（ビー玉
万華鏡）］／長岡技術科学大学 宮正光

13:00～14:00
電子顕微鏡を用いたミクロの世界
／協力： 高山理化精機株式会社

10:00～17:00
1.小中学生向けの実験工作教室
2.県内科学技術振興企業・団体等PRコーナー
3.科学マジックショー、参加型体験実験

10:00～17:00
伝統工芸品作りの参加・体験コーナーや実演

青少年のための
科学の祭典

11

A

パネル展示
「ひとつぶ展」

12

B

A

10:00～16:00
1.小中学生向けの実験工作教室
2.県内科学技術振興企業・団体等PRコーナー
3.科学マジックショー、参加型体験実験

10:00～16:00
伝統工芸品作りの参加・体験コーナーや実演

B

 問い合わせ先
NPO新潟の科学・自然探偵団
Tel&Fax 050-3673-2058
　 info@nikst.org

 問い合わせ先
JSTイノベーションサテライト新潟
TEL 0258-21-0250
FAX  0258-21-0257
　 info@niigata-jst-satellite.jp

 問い合わせ先
青少年のための科学の祭典新潟大会実行
委員会事務局
UX新潟テレビ21
ＴＥＬ025-222-1117

 問い合わせ先
新潟県伝統工芸産業振興協議会
（加茂箪笥協同組合内）
Tel 0256-52-0445

1

2

7

9

10:00～16:00
コメッセ探偵団の調査・研究結果パネル展示

12

3

4

5

17:00～17:30
懇親会

10

6
8

11
13

2009/11/21（土） 2009/11/22（日）

※予定は変更される場合あります

入場無料

日時：
2009年11月21日（土）・22日（日）
会場：
県央地場産センター メッセピア
（三条市）
共催：
青少年のための科学の祭典新潟大会実
行委員会、JSTイノベーションサテラ
イト新潟、新潟大学・NPO新潟の科学・
自然探偵団

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル

コメッセ2009 科学とみんなの広場2009 広げよう！科学のネットワーク！ 青少年のための科学の祭典2009新潟県大会

第26回新潟県伝統的工芸品展
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地
域
食
材
を
生
か
し
た

ご
当
地
バ
ー
ガ
ー

「
天
地
人
バ
ー
ガ
ー
」
の
開
発

探
偵
団
員
：
岩
田
貴
之
、

牛
山
光
、
小
笠
原
舞
美
、

岡
本
沙
穂
里
、
亀
田
雄
人
、

小
島
加
奈
子
、
山
田
花
子
、

米
島
恵
、
柄
澤
美
佳
、

岩
本
直
樹

（
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
）

　

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
で
直
江
兼
続
の

生
誕
の
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
南
魚
沼

で
! !
コ
メ
の
最
高
峰
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
中
心
と
す
る
地
元
食
材
、
郷
土
料
理
、
歴

史
を
取
り
入
れ
た
「
天
地
人
バ
ー
ガ
ー
」
を

愛
を
も
っ
て
開
発
し
ま
し
た
。

　

南
魚
沼
の
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
と
し
て
定
着

し
、
地
域
活
性
に
役
立
て
る
も
の
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

米
粉
の
料
理
を
科
学
す
る

探
偵
団
：

新
潟
気
軽
に

省
エ
ネ
く
ら
ぶ

　

新
潟
で
は
米
粉
製
品
が
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。
に
い
が
た
発
「
R
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

米
粉
普
及
に
向
け
た
新
潟
県
の
取
り
組
み
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
連
携
し
て
P
R
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
消
費
者
の
側
に
は
ま
だ
ま

だ
戸
惑
い
が
あ
り
、
き
め
こ
ま
か
な
P
R
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
農
政
事
務
所
に
出
か
け
て
、
米

粉
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
調
べ
ま
し
た
。
自

主
講
座
「
食
と
農
の
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、

農
政
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
消
費
者
の
意
見
交

換
の
場
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

独
自
の
米
粉
製
品
の
開
発
も
す
す
め
、
バ

バ
ロ
ア
風
『
米
粉
de
ス
イ
ー
ツ
』
を
つ
く
り
、

コ
メ
ッ
セ
2
0
0
9
に
備
え
て
い
ま
す
。

カ
エ
ル
が
か
え
る
（
帰
る
・

孵
る
）
田
ん
ぼ
に
し
た
い

探
偵
団
：
環
境
保
全
「
大

河
津
ネ
ッ
ト
」
活
動
組
織 

求
草
班 

求
草
子
供
会

（
長
岡
市
立
大
河
津
小
学
校
）

　

田
ん
ぼ
の
生
き
物
の
な
か
で
、
稲
の
害
虫

で
あ
る
カ
メ
ム
シ
、
ウ
ン
カ
の
ほ
か
、
蚊
・

ハ
エ
な
ど
の
天
敵
と
し
て
特
に
役
に
立
っ
て

玄
米
米
粉
の
効
果
と

そ
の
利
用
法　
　
　

探
偵
団
員
：
小
野
沢
裕
子

（
コ
メ
ッ
セ
司
会
担
当
）、

田
中
稔
子

（
北
陸
ガ
ス
料
理
教
室
講
師
）

　
「
白
米
に
玄
米
の
米
粉
を
混
ぜ
て
炊
く
と
、

甘
み
・
粘
り
が
増
し
て
美
味
し
く
な
る
」
と

聞
き
ま
し
た
。
味
、
栄
養
価
共
増
す
の
で
あ

れ
ば
素
晴
ら
し
い
。
し
か
し
本
当
だ
ろ
う

か
？
変
わ
る
と
し
た
ら
何
が
変
わ
る
の
か
？

そ
こ
で
調
査
！
と
な
り
ま
し
た
。

　

探
偵
団
第
１
回
の
調
査
は
、
新
潟
県
食
品

研
究
セ
ン
タ
ー
穀
類
食
品
課
長
の
吉
井
洋
一

さ
ん
に
話
を
聞
き
に
行
き
、
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
に
食
味
検
査
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
食
味
検
査
・
成
分
分
析
な
ど
を
行

い
、
玄
米
米
粉
の
有
効
活
用
を
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。

新
潟
地
域
に
お
け
る

コ
メ
品
質
に
及
ぼ
す

温
暖
化
の
影
響
を
調
べ
る

探
偵
団
：

新
潟
南
高
校 

生
物
部

　

８
月
22
日
（
土
）
に
新
潟
大
学
農
学
部
応

用
生
物
化
学
科
の
三
ツ
井
研
究
室
を
新
潟
南

高
校
の
生
物
部
コ
メ
ッ
セ
研
究
班
が
訪
れ
ま

し
た
。
高
温
被
害
米
に
つ
い
て
講
義
を
聞
き
、

今
後
の
研
究
テ
ー
マ
の
内
容
と
実
験
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
ま
し
た
。
高
温
被
害
米
は
デ

ン
プ
ン
集
積
が
悪
く
白
濁
し
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
果
た
し
て
白
濁

し
た
コ
メ
は
味
が
悪
く
な
る
の
か
、
11
月
に

実
験
を
さ
ら
に
続
け
ま
す
。

　

★
今
年
設
立
さ
れ
た
『
高
文
連
（
新
潟
県

高
等
学
校
文
化
連
盟
）
自
然
科
学
専
門
部
』

の
第
1
回
交
流
会
が
、
11
月
21
日
（
土
）
に

新
潟
県
立
自
然
科
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
潟
南
高
校
の
生
物
部
コ
メ
ッ
セ
研
究
班
は
、

そ
の
交
流
会
で
発
表
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら

同
日
開
催
の
コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
発
表
会
に
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
コ
メ
ッ
セ
会
場
で
高

文
連
第
1
回
交
流
会
の
活
動
を
速
報
す
る
予

定
で
す
。
高
文
連
と
コ
メ
ッ
セ
は
連
携
し
た

活
動
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
！

い
る
の
が
、
カ
エ
ル
と
ク
モ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
生
き
物
は
数
が
減
っ

て
き
て
お
り
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
な
ど
の
特

定
の
カ
エ
ル
は
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
カ
エ
ル
の
秘
密
」
と
「
カ
エ

ル
の
す
め
る
田
ん
ぼ
や
水
路
の
環
境
」
に
つ

い
て
、
調
査
や
実
験
の
結
果
を
ま
じ
え
発
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

虫
で
あ
る
「
カ
メ
ム
シ
」
が
く
っ
つ
い
て
い

る
の
も
よ
く
み
か
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
グ
モ
」
は
「
カ

メ
ム
シ
」
を
食
べ
る
の
か
、
食
べ
る
と
し
た

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
る
の
か
な
ど
を
実

験
・
観
察
し
ま
し
た
。

04コメッセニュース_02

コメッセスタイル

コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
紹
介

パ
ン
に
グ
ル
テ
ン
は

な
ぜ
必
要
か

探
偵
団
員
：
池
田
真
史
、

内
山
哲
也
、
神
村
優
香

（
直
江
津
高
校
２
年
生
）

　

パ
ン
作
り
に
は
小
麦
粉
が
使
わ
れ
ま
す
。

理
由
は
小
麦
粉
に
は
グ
ル
テ
ン
が
含
ま
れ
、

こ
れ
が
パ
ン
に
弾
力
性
を
あ
た
え
、
や
わ
ら

か
く
ふ
っ
く
ら
と
焼
き
上
げ
る
か
ら
で
す
。

　

米
粉
パ
ン
も
米
粉
だ
け
で
は
ふ
く
ら
ま
な

い
た
め
、
小
麦
粉
（
グ
ル
テ
ン
）
を
混
ぜ
て

作
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
パ
ン
に
グ
ル
テ
ン
が
必
要
な
の
か
、

調
べ
て
い
ま
す
。

灰
汁
巻
き
の
科
学

探
偵
団
員
：
忠
幸
恵
、

松
村
茜
、
鍋
倉
わ
か
な

（
新
潟
県
立
村
上
桜
ヶ
丘
高
校

2
年
生
科
学
同
好
会
）

　

私
達
の
研
究
テ
ー
マ
は「
灰
汁
巻
き
」で
す
。

こ
の
食
べ
物
を
知
っ
て
い
る
人
は
と
て
も
少

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
付
近
と
新

潟
県
と
山
形
県
の
県
境
（
新
潟
で
は
山
北
地

方
）
で
し
か
作
ら
れ
て
い
な
い
伝
統
食
で
す
。

　

灰
汁
巻
き
は
、
ち
ま
き
の
よ
う
に
笹
で
包

ん
だ
後
、
木
灰
か
ら
作
っ
た
灰
汁
水
で
3
時

間
く
ら
い
煮
て
作
り
ま
す
。
ち
ま
き
よ
り
も

保
存
性
が
あ
り
、
コ
メ
が
飴
色
に
な
っ
た
り
、

ゼ
リ
ー
状
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
不
思
議
な

こ
と
が
多
い
食
べ
物
で
す
。
一
般
的
に
村
上

で
は
こ
れ
よ
り
も
色
が
う
す
い
黄
色
の
ち
ま

コ
メ
の
と
ぎ
汁
で
の

野
菜
栽
培
の
方
法
を
探
る

探
偵
団
員
：
山
際
圭
子
、

笹
川
摩
季
、
西
潟
由
佳
、

小
林
成
美
（
巻
総
合
高
校 

農
業
ク
ラ
ブ
2
年
生
）

　

水
、
と
ぎ
汁
、
化
学
肥
料
に
わ
け
て
、
二

十
日
大
根
を
育
て
て
み
ま
し
た
。
夏
休
み
中

に
育
て
ま
し
た
が
、
化
学
肥
料
で
は
成
果
が

出
ず
。
実
が
細
く
あ
ま
り
良
い
で
き
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
原
因
は
、
恐
ら
く
日
当
た
り
や

ワ
ラ
か
ら
の
紙
づ
く
り

探
偵
団
員
：

大
竹
、
棚
橋
、
田
村
、
野
村

（
長
岡
高
校
１
年
生
）

　

コ
メ
を
収
穫
し
た
後
の
稲
わ
ら
は
、
昔
か

ら
様
々
な
物
に
利
用
さ
れ
て
き
た
素
材
で
す
。

私
達
は
こ
の
素
材
か
ら
、
何
か
他
の
も
の
を

作
れ
な
い
か
と
考
え
、
和
紙
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ワ
ラ
か
ら
取
り
出
し
た
繊
維
を

使
っ
て
紙
漉
き
の
手
順
を
確
認
中
で
す
。
今

後
は
紙
漉
き
に
使
う
「
ネ
リ
」
を
数
種
類
試

す
な
ど
条
件
を
変
え
、
で
き
た
和
紙
の
違
い

を
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
メ
の
と
ぎ
汁
か
ら

石
け
ん
を
つ
く
る

探
偵
団
：

小
浦
方
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

昨
年
挑
戦
し
た
と
き
に
作
っ
た
も
み
殻
堆

肥
は
、
イ
チ
ゴ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
に
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
コ
メ
の
い
ろ
い
ろ
な
使
い
道
に
つ
い
て

調
べ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
コ
メ
の
と
ぎ
汁
は

洗
濯
に
つ
か
え
る
と
聞
い
た
の
で
、
実
際
に

洗
剤
の
代
わ
り
に
使
っ
て
み
た
り
し
て
い
ま

す
。
オ
ト
ー
サ
ン
は
、
キ
ャ
ン
プ
で
も
使
え

る
「
干
飯
」
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

 「
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
グ
モ
」
は

「
カ
メ
ム
シ
」
の
天
敵
か
？

探
偵
団
：

遠
藤
鴻
明

（
大
河
津
小
学
校
6
年
松
組
）

　
「
田
ん
ぼ
の
ク
モ
」
の
標
本
を
作
る
た
め
、

ク
モ
を
探
し
に
何
回
か
田
ん
ぼ
に
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
田
ん
ぼ
の
中
に
は
、
た
く
さ

ん
の
「
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
グ
モ
」
が
す
ん
で
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
時
に
稲
の
葉
や
穂
に
稲
の
害

コメッセ
スタイル

02

冷
夏
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
応
、
土

寄
せ
な
ど
の
こ
と
も
し
て
み
ま
し
た
が
、
あ

ま
り
効
果
が
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
芽
が
出
る

時
期
は
他
の
二
つ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、

途
中
か
ら
成
長
が
と
ま
り
、
そ
の
ま
ま
徐
々

に
枯
れ
て
い
き
ま
し
た
。
成
果
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
9
月
2
日
か
ら
、
学
校
に
て

再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

き
を
食
べ
る
の
で
、
実
際
に
飴
色
の
灰
汁
巻

き
が
で
き
た
と
き
に
は
少
し
驚
き
ま
し
た
。

　

私
達
は
こ
れ
ら
の
不
思
議
に
興
味
を
持
ち
、

灰
汁
巻
き
の
由
来
や
色
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

て
い
ま
す
。

身
近
な
も
の
か
ら
、そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
科
学
を
発
見
す
る「
コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
」。

こ
こ
で
は
「
コ
メ
ッ
セ

2
0
0
9

」
で
研
究
発
表
を
す
る
コ
メ
ッ
セ
探
偵
団
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

あ 

く

あ
め
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生
き
物
調
査
か
ら
見
え
て
く
る 

　

環
境
保
全
「
大
河
津
ネ
ッ
ト
」
活
動

組
織 

求
草
班
で
は
、「
こ
こ
に
巣
む
す

べ
て
の
生
き
物
た
ち
と
共
生
で
き
る
農

業
を
め
ざ
し
て
」
を
合
言
葉
に
、
田
ん

ぼ
の
生
き
物
た
ち
と
共
生
で
き
る
コ
メ

作
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
様
々
な
生
き
物
た
ち
が
す

む
田
ん
ぼ
で
育
っ
た
コ
メ
は
、
安
心
・

安
全
で
お
い
し
く
、
そ
れ
が「
消
費
者
の

方
々
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
コ
メ
作
り
」

に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
、
新
潟
県
自
然
観
察
指
導
員

の
方
の
協
力
で
行
っ
て
き
た
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
で
は
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、

マ
ル
タ
ニ
シ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
等
の
絶
滅

危
惧
種
や
水
質
の
生
物
指
標
Ⅰ（
き
れ
い

な
水
）
の
サ
ワ
ガ
ニ
等
の
生
息
が
確
認

さ
れ
、
初
夏
に
は
ほ
た
る
が
飛
び
交
う

な
ど
、
多
様
な
生
態
系
が
保
全
さ
れ
た

田
ん
ぼ
と
し
て
、
求
草
住
民
の
誇
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
水
」
の
調
査

　

今
年
は
、
田
ん
ぼ
へ
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
る
た
め
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
た

ち
や
コ
メ
作
り
と
特
に
関
係
の
深
い

「
水
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

８
月
3
日
、（
財
）
新
潟
県
環
境
衛
生

研
究
所
の
方
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
水

質
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
話
や
実
験
の

後
、用
水
路
等
の
水
質
を
調
査
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い

年
齢
層
の
方
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

国
の
水
質
基
準
と
比
較
す
る
た
め
に

は
大
が
か
り
な
調
査
が
必
要
で
、
試
料

を
持
ち
帰
っ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る

項
目
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
簡
単
に

測
れ
る
数
項
目
を
調
べ
た
だ
け
で
し
た

が
、
水
環
境
の
理
解
と
と
も
に
、
求
草

の
コ
メ
が
安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
の

証
と
し
て
、
本
格
的
な
水
質
調
査
等
も

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て

き
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
生
き
物
は
、
食
物
連
鎖
と

い
わ
れ
る
命
の
連
鎖
の
中
で
生
き
、
人

間
は
そ
の
頂
点
に
立
つ
生
き
物
で
す
。

必
要
以
上
の
農
薬
の
使
用
や
生
活
排
水

等
に
よ
る
水
質
悪
化
な
ど
の
影
響
は
、

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
人
間
の
体
に
も
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
目
に
見
え
な
い
よ
う
な
小
さ

な
生
き
物
た
ち
が
命
の
サ
イ
ク
ル
の
根

底
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
環
境

汚
染
や
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の

も
、
そ
の
よ
う
な
生
き
物
た
ち
で
す
。

　
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
た
ち
の
こ
と
」「
水

環
境
の
こ
と
」、
是
非
み
な
さ
ん
も
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

ここに巣むすべての生き物たちと
共生できる農業をめざして

コメッセニュース_02

※環境保全「大河津ネット」について
環境保全「大河津ネット」は、国の「農地・
水・環境保全向上対策」制度の創設に伴
い、平成19年に結成され、現在は、長岡市
寺泊地区の5集落が参加する団体です。
各集落は活動班とし重点目標を定め、地
域環境の保全や改善などに取り組んでい
ます。

も
と
め
ぐ
さ

遠藤 幸明環境保全「大河津ネット」活動組織　求草班  生き物係

トピック

田んぼの生き物調査の様子
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科
学
と
科
学
技
術

　

青
少
年
の
み
な
さ
ん
へ

　

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
に
あ
る
乗
り

物
や
道
具
な
ど
は
た
く
さ
ん
の
科
学
の

謎
や
不
思
議
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ

だ
ん
の
生
活
の
中
に
は
当
た
り
前
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
謎

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

謎
に
気
が
つ
く
こ
と
だ
け
で
は
科
学
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
謎
を
解
き
明
か

し
解
明
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
ひ
と
つ
の
謎
を
解
き
明
か
す

と
、
ま
た
大
き
な
疑
問
点
が
次
々
と
生

ま
れ
ま
す
。
そ
の
謎
を
解
き
明
か
し
て

い
く
の
が
科
学
で
あ
り
、
科
学
の
謎
へ

の
挑
戦
に
は
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
の
解
明
し
た
科
学
の
原

理
を
人
間
の
生
活
の
豊
か
さ
に
利
用
し

て
い
く
の
が
科
学
技
術
で
す
。
身
の
回

り
の
電
話
や
自
動
車
な
ど
便
利
な
も
の

は
み
ん
な
科
学
技
術
の
恩
恵
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

し
か
し
時
に
は
科
学
技
術
は
戦
争
な

ど
間
違
っ
た
使
い
方
を
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
人
殺
し
を
目
的
と
し
た
原
子
爆

弾
な
ど
は
最
も
悪
い
科
学
技
術
の
応
用

で
す
ね
。
正
し
い
科
学
技
術
の
使
い
方

を
理
解
し
発
展
さ
せ
、
幸
福
な
未
来
を

創
っ
て
い
く
の
は
み
な
さ
ん
に
な
り
ま

す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
時
代

　

と
こ
ろ
で
21
世
紀
は
間
違
い
な
く
ロ

ボ
ッ
ト
の
時
代
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
ま
さ
し
く
科
学
技
術

の
結
集
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
の
力
で
は
難
し
く

て
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
宇
宙
や
深
海
、

ミ
ク
ロ
の
世
界
な
ど
人
間
で
は
行
く
こ

と
が
難
し
い
場
所
に
も
行
っ
て
活
躍
し

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
創
り

出
し
操
る
の
も
私
た
ち
人
間
で
す
。

　

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
い
が
た
エ
ジ
ソ
ン

学
園
は
、
科
学
技
術
を
通
し
て
青
少
年

の
未
来
と
可
能
性
の
実
現
に
何
ら
か
の

お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
設

立
し
た
団
体
で
す
。
団
体
は
地
域
の
技

術
者
が
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、
青
少

年
が
夢
中
に
な
り
楽
し
め
る
事
業
の
提

供
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
な
ど
の
も

の
づ
く
り
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
科

学
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
人
類
の
未
来
は
輝
い
て
す
ば
ら

し
い
も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
宇
宙
は
無
限
の
謎
を
秘
め

て
い
ま
す
が
、
立
ち
向
か
う
若
い
み
な

さ
ん
の
能
力
と
可
能
性
も
ま
た
、
無
限

に
あ
る
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ものづくりから科学を体験しよう
高橋 ゆたかNPOにいがたエジソン学園 代表

Yutaka Takahashi

長岡市出身。子供の頃から模型工作に熱
中し、宇宙や科学に興味を持つ。2003年
にNPOにいがたエジソン学園を創設し代
表に就任。ロボット工作を中心に県内各地
に出向き科学イベントを展開。子供が大好
きで児童厚生員も務める。

トピック

「ながおか小学生ロボコン大会」の様子
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新
製
品
完
成
！

　

で
き
た
の
は
、
繊
維
を
編
ん
だ
胴
体
に
か

わ
い
い
顔
が
つ
い
た
カ
ラ
姫
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

願
い
事
を
叶
え
る
子
宝
ミ
サ
ン
ガ
、
ふ
っ
く

ら
と
し
た
カ
ラ
ム
シ
紙
の
風
合
い
を
生
か
し

押
し
葉
を
添
え
た
し
お
り
、
カ
ラ
ム
シ
の
葉

を
練
り
込
ん
だ
ヒ
ス
イ
色
の
ク
ッ
キ
ー
の
カ

ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
東
京
に

修
学
旅
行
！
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
よ
さ
を

東
京
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
を
よ
り
元
気
に
！

　

地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た

ち
に
、
町
か
ら
奴
奈
川
祭
へ
の
参
画
依
頼
が

入
り
ま
し
た
。
和
太
鼓
と
笛
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
「
天
舞
夢
翔
三
子
竜
！
」
の
響
き
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
操
る
３
頭
の
竜
が
、

さ
っ
そ
う
と
町
中
を
舞
い
、
祭
り
を
大
変
に

賑
わ
せ
ま
し
た
。

Michiko Watanabe

昨年度まで新潟県公立小学校教員。理科を
はじめ、総合、生活科などを中心に、その
地域の自然をベースにした、子どもたちの主
体的問題解決学習重視の授業を展開してき
た。また、総合、生活科の実践では、常に
地域の方々の温かなサポートを受け、学校の
力だけではできないダイナミックな学びの展開
を、子どもたちと創造してきた。現在は特任と
して大学に派遣され、教員をめざす学生の
指導にあたっている。

科学の旅人

奴奈川（ぬながわ）姫とは…
奴奈川姫は、卑弥呼と同じ時代
にヒスイを越の国（新潟県糸魚
川辺り）を治めていたといわれ
ています。ヒスイの玉を多くもち、
大きな権力をもった奴奈川姫は、
出雲の国の大国主命（おおくに
ぬしのみこと）に結婚を求めら
れました。大国主命は姫の力を
自分のものにしたかったのです。
姫は嫌で…という奴奈川姫伝説
が地域には残されています。

　カラムシからとれる繊維を、人は
縄文時代から衣類の材料にしてきま
した。今では織物技術が発達し、
越後上布や小千谷縮（おぢやちぢ
み）といった国の重要文化財を織
る材料です。その繊維を青苧（あ
おそ）とも言います。青苧は戦国
時代には越後の上杉氏の財政を支
えるものでもありました。

　

活
動
を
通
し
て
…

　

地
域
の
大
地
に
は
た
く
さ
ん
の
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
糸
魚
川
の
大
地
が
伝
説
を

生
み
出
す
パ
ワ
ー
を
も
つ
す
ば
ら
し
い
大
地

で
あ
る
か
ら
こ
そ
！
大
地
が
生
み
出
し
た
過

去
、
現
在
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ら
を
受
け

と
っ
て
、
よ
り
ス
テ
キ
に
現
在
、
未
来
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
、
活
動
を
通

し
て
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し

た
。カラムシと青苧（あおそ）

カラムシの繊維と繊維を織った敷物

科学とみんなの広場2009 広げよう！科学のネットワーク！で発表します！

詳しくは http://www.niigata-jst-satellite.jp/

伝説の
奴奈川姫産所

自生するカラムシ繊維を編む

 葉を練り込んで
クッキーに

完成した新製品 繊維を紙に 茎の表皮から
繊維を取り出す
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「S

c
ie

n
c

e

（
サ
イ
エ
ン
ス
）」は
、明
治
時

代
に
西
洋
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た
文
化
の

一
つ
で
す
。
他
の
文
化
と
の
違
い
は
様
々
に

あ
り
ま
す
が
、
特
に
実
証
性
、
再
現
性
、
客
観

性
等
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
当
時
は
そ
れ
を
訳
す
言
葉
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で「S

c
ie

n
c

e

（
サ
イ
エ

ン
ス
）
」
が
、
多
く
の
学
問
体
系
か
ら
な
る
こ

と
か
ら
「
百
科
の
学
」
と
さ
れ
、
そ
れ
を
縮
め

て
「
科
学
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

同

時

に

西

洋

的

な

自

然

観

で

あ

る

「N
a

t
u

r
e

（
ネ
ィ
チ
ャ
ー
）
」
と
い
う
言
葉

も
入
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
訳
す
の

に
日
本
型
の
自
然
観
を
色
濃
く
表
す
「
自
然

（
じ
ね
ん
）」と
い
う
言
葉
を
当
て
ま
し
た
。そ

し
て
「
自
然
（
し
ぜ
ん
）
」
と
読
み
ま
し
た
。
自

然
は
人
の
た
め
に
あ
る
も
の
と
す
る
西
洋
的

な
自
然
観
に
対
し
て
、
人
は
自
然
と
共
に
あ

る
も
の
と
す
る
日
本
型
の
自
然
観
、
こ
の
2

つ
の
自
然
観
は
、
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
の

進
歩
と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、改
め
て
考
え
て
み
た
い
こ
と
で
す
ね
。

　

さ
て
、そ
ん
な
日
本
型
の
自
然
観
を
も
っ

　

校
区
に
奴
奈
川
姫
産
所
！

　

子
ど
も
た
ち
の
校
区
に
は
奴
奈
川
姫
が
生

ま
れ
た
場
所
と
さ
れ
る
大
き
な
岩
が
あ
り
ま

す
。
横
か
ら
人
が
何
人
か
入
る
こ
と
の
で
き

る
凹
み
を
も
つ
巨
岩
で
す
。
子
ど
も
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
ご
夫
婦
が
2
組
、
こ
こ
を
お
参

り
し
た
こ
と
で
ど
ち
ら
に
も
双
子
が
生
ま
れ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
特
別
な
力
が
こ
の
巨

岩
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
巨
岩
の
周
り
一
面
に
は
カ
ラ

ム
シ
い
う
繊
維
が
と
れ
る
植
物
が
茂
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝
説
や
状
況
を
結
び
付
け

て
、
子
ど
も
た
ち
は
「
奴
奈
川
姫
の
産
所
に

生
え
る
カ
ラ
ム
シ
か
ら
と
っ
た
繊
維
で
何
か

グ
ッ
ズ
を
つ
く
れ
ば
、
子
宝
祈
願
の
お
守
り

と
し
て
地
域
活
性
化
の
役
に
立
つ
ん
じ
ゃ
な

い
か
！
」
と
い
う
思
い
を
描
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
思
い
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
具
体

的
な
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

コメッセニュース_02

科学の旅人

科学の
旅人

受
け
と
ろ
う
！
伝
え
よ
う
！
大
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

上
越
教
育
大
学 

学
校
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
任
准
教
授

渡
辺
径
子

02

ぬ
な
が
わ

て
身
の
回
り
の
大
地
を
見
た
と
き
に
、
お
も

し
ろ
い
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
よ
。
自
然
に

畏
敬
の
念
を
も
ち
、自
然
を
敬
い
な
が
ら
、そ

の
中
で
衣
食
住
を
整
え
て
き
た
昔
の
人
の
自

然
観
を
、
現
在
の
小
学
6
年
生
が
受
け
と
っ

て
、想
像
し
、創
造
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

海谷三峡パーク

　

ジ
オ
パ
ー
ク
探
検
！

　

今
年
、日
本
で
初
め
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
新
潟
県
糸
魚
川
地
域
の
大
地
。

雄
大
な
自
然
景
観
の
中
に
、ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し

た
岩
肌
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
巨
岩
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
見
ら
れ
ま
す
。そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
、人
の
力
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な

い
驚
異
を
感
じ
、畏
敬
の
念
を
抱
い
た
昔
の

人
々
は
、そ
の
大
地
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、様
々
な
伝
説
を
残
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、地
域
の
探
検
を
通
し
、大

地
の
つ
く
り
の
壮
大
さ
に
驚
異
を
感
じ
な
が

ら
、学
芸
員
さ
ん
か
ら
は
大
地
の
科
学
的
な

見
方
を
、地
域
の
人
か
ら
は
そ
こ
に
息
づ
く

強
い
地
域
愛
着
の
気
持
ち
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
大

地
に
感
慨
深
い
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。そ
し

て
地
域
の
大
地
を
舞
台
に
、自
分
た
ち
に
も

何
か
役
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
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報
告
2「
小
野
沢
裕
子
探
偵
団
」

日　

程
：
9
月
15
日（
火
）

訪
問
先
：
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
食
品

　
　
　

  

研
究
セ
ン
タ
ー

指
導
者
：
吉
井
洋
一（
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

穀
類
食
品
科
長
）

テ
ー
マ
：
玄
米
米
粉
の
効
果
と
そ
の
活
用
法

　

現
状
報
告

　

玄
米
を
も
っ
と
利
用
し
た
い
、玄
米
の
米

粉
を
白
米
に
混
ぜ
る
と
古
米
で
も
粘
り
が
出

て
美
味
し
く
な
る
と
聞
い
た
が
本
当
だ
ろ
う

か
？
と
考
え
研
究
を
始
め
た
小
野
沢
さ
ん
。

玄
米
米
粉
を
白
米
に
混
ぜ
て
炊
き
、発
芽
玄

米
を
食
べ
る
事
と
遜
色
な
く
、栄
養
価
を
確

保
し
癖
の
な
い
食
感
で
白
米
を
食
す
る
事
が

出
来
れ
ば
、ま
た
、特
徴
を
生
か
し
た
調
理

法
・
使
用
法
や
学
校
給
食
へ
の
利
用
な
ど
、今

後
の
玄
米
米
粉
の
利
用
の
仕
方
を
考
え
ら
れ

た
ら
と
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
よ
う

　
「
白
米
に
し
て
も
玄
米
に
し
て
も
、粉
に
す

る
段
階
で
多
量
の
熱
が
加
わ
る
と
酵
素
ア
ミ

ラ
ー
ゼ
が
死
ん
で
し
ま
い
デ
ン
プ
ン
分
解
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、酵

素
の
働
き
で
デ
ン
プ
ン
が
分
解
さ
れ
甘
み
が

増
す
作
用
が
減
少
し
て
し
ま
う
。販
売
さ
れ

て
い
る
玄
米
米
粉
は
冷
却
し
な
が
ら
粉
に
し

報
告
1「
村
上
桜
ヶ
丘
高
校
探
偵
団
」

日　

程
：
9
月
12
日（
土
）

訪
問
者
：
忠
幸
恵
、松
村
茜
、鍋
倉
わ
か
な
、

　
　
　

  

櫻
井
亜
紀（
教
諭
）

指
導
者
：
狩
野
直
樹（
新
潟
大
学
工
学
部
環

　
　
　

 

境
分
析
研
究
室
准
教
授
）、伊
藤   

　
　
　

  

亮
、西
村
孔
一（
大
学
院
生
）

テ
ー
マ
：
伝
統
食　

灰
汁
巻
き
の
科
学

①
灰
汁
巻
き
の
歴
史
と
作
り
方

　

に
ま
つ
わ
る
科
学

②
灰
汁
巻
き
の
保
存
性
の
科
学

③
灰
汁
巻
き
の
色
の
科
学

　

現
状
報
告

　

灰
汁
巻
き
は
、笹
で
巻
い
た
餅
米
を
灰
汁

水
で
２
〜
３
時
間
煮
て
作
る
伝
統
食
。九
州

南
部
と
新
潟
山
形
県
境
の
２
カ
所
だ
け
で
作

ら
れ
て
い
る
が
、非
常
に
手
間
が
か
か
る
た

コメッセニュース_02

コメッセ探偵団活動報告

め
年
々
調
理
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。村
上
桜
ヶ
丘
高
校
探
偵
団
で
は

次
の
1
〜
3
を
１
人
一
テ
ー
マ
で
手
探
り
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

1　

偶
然
で
き
た
灰
汁
巻
き
の
再
現

　

偶
然
で
き
た
時
の
状
況
と
し
て
、戦
場
の

焼
け
野
原
に
落
ち
た
握
り
飯
な
ど
に
雨
が
降

り
、ア
ル
カ
リ
液
が
染
み
込
ん
で
で
き
た
と

考
え
、そ
れ
を
ビ
ー
カ
ー
で
実
験
。

　

2　

灰
汁
巻
き
の
保
存
性

　

ア
ル
カ
リ
性
の
灰
汁
巻
き
と
、中
性
と
し

て
普
通
の
ち
ま
き
、酸
性
と
し
て
酢
水
で
煮

た
酢
ち
ま
き
を
作
り
、カ
ビ
が
生
え
る
ま
で

毎
日
写
真
を
撮
り
観
察
。

　

3　

灰
汁
水
の
成
分
分
析

　

カ
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
検
出
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
よ
う

　

ま
ず
始
め
に
、持
参
し
た
a.
新
潟
山
北
産

灰
汁
水
と
b.
生
徒
手
作
り
灰
汁
水
に
含
ま
れ

て
い
る
は
ず
の
Ｋ（
カ
リ
ウ
ム
）と
Ca（
カ
ル

シ
ウ
ム
）の
定
量
分
析
と
色
の
違
い
を
原
子

吸
光
度
計
に
よ
る
定
量
分
析
を
し
て
み
る
こ

と
に
。

　

次
に
全
員
で
保
存
性
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。強
ア
ル
カ
リ
性
の
灰
汁
水
と
酸

性
の
酢
、そ
し
て
中
性
の
水
と
の
比
較
実
験

結
果
？
果
た
し
て
灰
汁
水
は
そ
の
保
存
性
よ

り
も
、糊
化
度
に
そ
の
特
徴
が
多
く
秘
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
後
の
調
査
・

研
究
活
動
報
告
が
楽
し
み
で
す
。

コメッセ
探偵団
活動報告

01

　

独
自
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
・
調
査
に
取
り
組
む「
コ

メ
ッ
セ
探
偵
団
」。こ
こ
で
は
そ
ん
な
コ

メ
ッ
セ
探
偵
団
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

最後に集合写真。コメッセ当日が楽しみですね。 真剣に実験に取り組む3人。

あ
く
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報
告
３「
直
江
津
高
校
探
偵
団
」 　

日　

程
：
9
月
28
日（
月
）

訪
問
先
：
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
食
品

　
　
　

  

研
究
セ
ン
タ
ー

指
導
者
：
吉
井
洋
一（
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

穀
類
食
品
科
長
）

訪
問
者
：
2
年
生
の
生
徒
３
名
、笠
原
拓 

　
　
　

   

司（
教
諭
）

テ
ー
マ
：
パ
ン
に
グ
ル
テ
ン
は
な
ぜ
必
要
か

　

現
状
報
告

　

発
酵
パ
ン
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
に
は
、小
麦

粉
で
は
グ
ル
テ
ン
が
必
要
で
す
が
、こ
の
グ

ル
テ
ン
を
使
わ
ず
に
発
酵
パ
ン
を
つ
く
る
に

は
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
な
の
か
調
べ
て
い
ま

す
。

　

1　

酵
素
処
理
米
粉
と
は
ど
ん
な
技
術
な

の
か
？

　

2　

当
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
で
つ
く
ら
れ

た「
米
粉
1
0
0
％
パ
ン
」は
、グ
ル
テ
ン
の

代
わ
り
に
何
を
用
い
て
い
る
の
か
？

　

3　

グ
ル
テ
ン
を
加
え
ず
に
、デ
ン
プ
ン

だ
け
で
発
酵
パ
ン
を
焼
け
な
い
か
？

　

4　

モ
チ
米
粉
を
使
い
グ
ル
テ
ン
な
し
で

パ
ン
を
焼
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
？

コメッセ探偵団活動報告

　

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
よ
う

　

始
め
に
、施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。特
に
加

茂
市
が
発
祥
の
地
と
な
る
パ
ス
タ
製
造
機
械
、

米
粉
製
粉
装
置
で
あ
る
気
流
粉
砕
装
置
な
ど

は
当
セ
ン
タ
ー
に
し
か
な
い
機
械
装
置
と
の

事
、大
変
興
味
深
い
施
設
見
学
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
、レ
ク
チ
ャ
ー
開
始
で
す
。

　
「
デ
ン
プ
ン
が
発
酵
す
る
と
二
酸
化
炭
素

と
エ
タ
ノ
ー
ル
に
分
解
さ
れ
、小
麦
粉
か
ら

作
ら
れ
る
パ
ン
の
場
合
で
は
そ
の
二
酸
化
炭

素
が
グ
ル
テ
ン
に
よ
り
包
み
こ
ま
れ
、温

ま
っ
て
膨
ら
む
仕
組
み
で
す
。そ
れ
に
対
し

て
、米
粉
に
は
そ
の
膜
が
な
い
の
で
二
酸
化

炭
素
が
抜
け
て
し
ま
い
米
粉
だ
け
で
は
膨
ら

ん
だ
パ
ン
に
な
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。」と
吉

井
科
長
。

　

そ
し
て
、当
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
特
許
出

願
中
で
あ
る「
グ
ル
テ
ン
を
使
用
し
な
い
米

粉
パ
ン
の
製
造
技
術
」に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
テ
ン
を
使
用
し
な
い
米
粉
パ
ン
作
り

を
他
の
研
究
機
関
も
挑
戦
し
て
い
ま
す（
卵

の
白
身
の
活
用
な
ど
）。

　

も
ち
米
で
膨
ら
ま
せ
、瞬
時
に
水
分
を
抜

き
冷
ま
す
技
術
が
開
発
さ
れ
る
と
、も
ち
米

活
用
の
可
能
性
も
？
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

こ
の
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

グ
ル
テ
ン
を
使
わ
ず
に
発
酵
パ
ン
を
つ
く

る
！
今
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
報
告
が
楽
し
み
で

す
。

施設見学の様子。見たことのない装置ばかり。レクチャー。いつもと違う環境に緊張する。

コメッセ探偵団の
発表会を見に行こう！
それぞれの調査・研究の結
果は 2009 年 11 月 21 日
に 行 わ れ る「コ メッセ
2009」にて発表されます。
詳しくは以下の URL をご参
照ください。

http://www.nikst.org/

実際にコメを炊いてみよう。玄米米粉の効果は？

て
い
る
の
で
す
。」と
吉
井
科
長
。

　
「
玄
米
は
白
米
に
比
べ
て
糖
分
が
２
％
程

多
く
含
ま
れ
て
い
る
」「
玄
米
米
粉
は
白
米
粉

に
比
べ
て
脂
質
が
多
い
」「
成
分
比
較
表
で
、

玄
米
が
精
白
米
に
比
べ
て
脂
質
、灰
分
、カ
リ

ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、食
物
繊
維
な
ど
３
倍

以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
」な
ど
の
基
本
知

識
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、こ
こ
か
ら
北
陸

ガ
ス
教
室
ク
ッ
ク
パ
ル
講
師
の
田
中
稔
子
さ

ん
も
加
わ
り
、い
よ
い
よ
食
味
検
査
の
開
始

で
す
。

　

少
し
古
い
白
米
3
0
0
ｇ
に
水
4
2
0
ｇ

に
玄
米
米
粉
2
ｇ
を
加
え
て
炊
い
た
ご
は
ん

と
玄
米
米
粉
を
加
え
ず
に
炊
い
た
ご
飯
を
色
、

匂
い
、味
の
3
点
で
の
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
い
か
に
？
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今
年
は
「
世
界
天
文
年
2
0
0
9
」

で
す
。
1
6
0
9
年
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ

レ
イ
が
、
め
が
ね
職
人
の
見
出
し
た
望

遠
技
術
を
、
星
を
観
察
す
る
「
天
体
望

遠
鏡
」
と
し
て
使
い
始
め
た
4
0
0
年

を
記
念
し
、「
宇
宙
…
解
き
明
か
す
の
は

あ
な
た
」
を
合
言
葉
に
世
界
中
で
星
を

見
上
げ
る
機
会
を
増
や
す
大
き
な
企
画

で
す
。

　

新
潟
県
立
自
然
科
学
館
も
、
特
別
投

映
や
天
体
観
望
会
を
増
回
し
、
さ
ら
に

は
日
本
天
文
学
会
1
0
0
周
年
記
念
も

兼
ね
た
天
文
巡
回
展
「
宇
宙
の
謎
を
解

き
明
か
す
」
を
誘
致
し
、
宇
宙
の
不
思

議
に
人
類
の
英
知
は
ど
こ
ま
で
迫
っ
た

の
か
を
知
る
特
別
展
を
、
東
京
・
仙
台
・

名
古
屋
・
大
阪
に
加
え
日
本
海
側
で
唯

一
開
催
し
ま
し
た
。（
9
月
5
日
〜
10
月

４
日
）

　

特
別
展
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
段

ボ
ー
ル
板
を
多
用
し
環
境
に
配
慮
し
た

も
の
で
、
そ
の
内
容
は
ガ
リ
レ
オ
の
著

作
「
星
界
か
ら
の
報
告
」
の
貴
重
な
初

版
本
展
示
を
は
じ
め
、
宇
宙
の
謎
に
迫

る
観
測
や
理
論
を
簡
潔
に
解
説
し
た
パ

ネ
ル
、
す
ば
る
望
遠
鏡
等
の
大
型
模
型
、

難
解
な
現
象
を
分
か
り
や
す
く
す
る
体

験
展
示
に
よ
っ
て
構
成
し
、
4
0
0
年

間
の
天
文
学
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
体
験
展

示
は
、
復
元
し
た
ガ
リ
レ
オ
望
遠
鏡
を

覗
く
事
な
ど
、
や
っ
て
み
た
り
見
て
み

た
り
す
る
こ
と
で
理
解
の
実
感
が
強
く

な
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
も
頻
繁
に
行
い
、
サ
イ
エ

ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
展
示
の

意
味
を
捉
え
る
コ
ツ
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
宇
宙
で
は
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
若
田
宇
宙
飛
行
士
の
長
期
滞

在
が
あ
っ
た
り
、
地
球
と
月
と
太
陽
が

一
直
線
に
並
ぶ
時
見
ら
れ
る
「
皆
既
日

食
」
が
起
き
ま
し
た
。
約
1
5
0
km
の

月
の
影
は
西
南
諸
島
を
通
り
、
そ
の
周

辺
7
0
0
0
km
の
地
域
で
も
太
陽
の
一

部
分
が
月
に
隠
さ
れ
る
「
部
分
日
食
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

科
学
館
で
も
「
欠
け
た
太
陽
を
見
よ

う
」
と
題
し
て
日
食
観
望
会
を
実
施
し
、

日
本
中
が
雨
ま
た
は
曇
り
と
い
う
状
況

の
中
、
約
3
時
間
の
部
分
食
の
ほ
ぼ
全

部
を
3
0
0
人
ほ
ど
の
お
客
様
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
武
漢
や
奄
美
か

ら
特
別
配
信
さ
れ
た
皆
既
中
継
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
共
有
し
、
厚
い
雲

が
時
折
通
っ
て
太
陽
が
隠
れ
た
り
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
、
雲
の
フ
ィ
ル
タ
ー

で
一
同
に
観
察
で
き
る
と
い
う
一
体
感

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

イベントレポート

Tetsuro Hasegawa
小学校の観望会で星に取り憑
かれ、以来30年以上夜空を見
上げ、太陽の微細構造観測を
テーマにしている。天文教育普
及を行政で15年程続け、現在プ
ラネタリウムと望遠鏡のトップメー
カーである㈱五藤光学研究所
マネジメントカンパニー勤務。

世界
天文年と
 日食
新潟県立自然科学館
天文リーダー 

長谷川 哲郎

雲間の部分日蝕
2009/7/22 11時9分
新潟県立自然科学館にて
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「
実
験
、
楽
し
か
っ
た
！
」「
あ
ん
な
に
臭

い
も
の
か
ら
、
こ
ん
な
い
い
香
り
が
で
き
る

な
ん
て
す
ご
い
、ま
さ
に
化
け
学
だ
！
」「
ま

た
、
来
年
参
加
し
ま
す
！
」
高
校
生
の
素
直

な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

8
月
20
日
、
新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ

ス
に
沢
山
の
高
校
生
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
化

学
実
験
公
開
講
座
は
、『
化
学
の
面
白
さ
や

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
』
と
い
う
目

的
で
、
毎
年
行
わ
れ
今
年
で
20
年
目
を
迎
え

た
。
一
日
体
験
化
学
教
室
は
日
本
全
国
の
大

学
で
開
か
れ
て
い
る
が
、
新
潟
大
学
の
も
の

は
一
味
違
う
。
そ
れ
は
、
実
験
テ
ー
マ
数
が

多
く
午
前
と
午
後
で
2
回
実
験
が
で
き
る
こ

と
、
高
校
の
先
生
方
の
研
修
を
兼
ね
て
お
り
、

本
格
的
な
実
験
も
用
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

理
・
工
・
教
育
学
部
の
先
生
方
に
全
面
的
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

快
晴
の
中
、
午
前
の
実
験
に
60
名
を
超
え

る
高
校
生
が
参
加
し
た
。
最
も
人
気
の
あ
る

工
学
部
の
坪
川
・
山
内
研
究
室
の
「
極
低
温

を
体
験
し
よ
う
」
に
15
名
の
生
徒
が
参
加
し

た
。
液
体
窒
素
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
冷
凍

食
品
や
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
に
も
利
用
さ
れ
、
最

近
で
は
高
級
料
理
店
な
ど
で
調
理
に
使
わ
れ

る
な
ど
馴
染
み
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
マ
イ
ナ
ス
1
9
6
℃
の
液
体
窒
素
で

ゴ
ム
ボ
ー
ル
が
粉
々
に
な
っ
た
り
、
手
作
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成

し
た
り
と
、
参
加
者
は
極
低
温
の
世
界
を
目

の
当
た
り
に
し
感
動
し
て
い
た
。

　

昼
食
の
後
、
工
学
部
の
佐
藤
峰
夫
先
生
か

ら
「
次
世
代
電
池
」
に
つ
い
て
講
義
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
携
帯
電
話
や
電
気
自
動
車
の

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、
今
や
必
要
不
可
欠
で
あ

る
電
池
は
こ
れ
か
ら
更
に
進
化
し
、
こ
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
化
学
の
進
歩
で
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
は
1
2
6
名
の
生
徒
が
22
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
実
験
し
た
。
理
学
部
の
臼
井
研

究
室
で
は
「
香
り
の
サ
イ
ン
ペ
ン
を
つ
く

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
自
分
た
ち
で
香
り

の
成
分
を
合
成
し
た
。
香
り
の
原
料
は
チ
ー

ズ
の
よ
う
な
臭
い
の
す
る
酪
酸
で
あ
る
。
こ

れ
が
ア
ル
コ
ー
ル
と
反
応
す
る
こ
と
で
全
く

別
の
物
質
（
エ
ス
テ
ル
）
へ
変
化
し
、
果
物

の
香
り
に
な
る
。
こ
れ
を
入
れ
て
自
分
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ン
ペ
ン
が
完
成
！
こ
れ
で
勉

強
す
れ
ば
学
力
ア
ッ
プ
も
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
実
験
講
座
に
参
加
す
る
意
義
は
少
な

く
と
も
２
つ
あ
る
。

①
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
学
ん
だ
こ
と
を

実
体
験
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

②
大
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

学
生
の
視
点
か
ら
大
学
を
知
る
こ
と
。

　

①
が
大
切
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

②
の
よ
う
に
希
望
と
熱
意
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

大
学
生
と
ふ
れ
合
う
こ
と
は
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
る
高
校
生
に
必
ず
心
に
響
く
何
か
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

貴
重
な
経
験
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

コメッセニュース_02

イベントレポート

化学実験公開講座
市野 正廣
万代高校 教諭
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組
み
に
つ
い
て
発
想
の
面
白
さ
を
披
露

し
合
う
よ
う
な
場
が
形
成
さ
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
同
じ
小
学
生
で
も
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
た
人
も
い
る
の
か
、と
い
っ

た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
よ
う
な
機
会
が

あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大

変
刺
激
的
で
面
白
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
何
か
を
調
べ
る
に
し
て
も

宿
題
の
よ
う
な
形
で
、「
義
務
だ
か
ら
や

る
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
の

よ
う
な
動
機
の
方
が
本
当
は
理
想
的
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
自

発
性
に
対
し
て
は
、
地
域
の
博
物
館
も

積
極
的
に
支
援
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　

調
査
に
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
も
、
で
き
れ
ば
高
校
生
に
な
る
ま
で

興
味
が
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、
理
科
ク

ラ
ブ
の
よ
う
な
形
で
主
体
的
に
研
究
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
高
校

生
と
博
物
館
の
連
携
が
実
現
し
て
く
れ

れ
ば
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

彼
ら
が
大
学
で
の
本
格
的
な
研
究
へ
と

つ
な
げ
、
い
つ
か
は
地
域
か
ら
研
究
者

を
輩
出
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

Jiro Iwamoto

長岡市立科学博物館動物研究室学芸員
補助員。学生時代は北海道で森林性鳥
類群集について、現在はトラフズクの生態
について調べている他、県内唯一の蜘蛛
研究者と共同で、蜘蛛分類技術の伝承と
後継者育成に取り組む。

科学館の地域活動紹介

いつかは地域から
研究者を育てたい

岩本 二郎
長岡市立科学博物館 動物研究室 学芸員補

『田んぼの生き物調査
活動報告』
11月21日（土）科学
とみんなの広場2009 
広 げ よ う！科 学 の
ネットワーク！で報
告します。会場は県
央地場産センター 
メッセピア（三条市）
5F総合研修室です。

　

当
研
究
室
で
は
、
寺
泊
求
草
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
元
の
小
学
生
数
名
に

一
緒
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
蜘

蛛
を
中
心
と
し
た
田
ん
ぼ
の
土
壌
動
物

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。調
査
は
、

い
わ
ゆ
る
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
・
ト
ラ
ッ

プ
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
使
い
捨
て
の

コ
ッ
プ
を
土
の
中
に
埋
め
、
そ
こ
に
落

ち
る
生
物
を
集
め
ま
す
。

　

一
口
に
田
ん
ぼ
と
い
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
回
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、

周
り
を
森
に
囲
ま
れ
た
よ
う
な
、
い
わ

ゆ
る
「
谷
地
田
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
よ

う
な
田
ん
ぼ
で
す
。
田
ん
ぼ
に
は
稲
の

害
虫
と
な
る
よ
う
な
虫
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
は
天
敵
と
な
る
よ
う

な
生
物
も
必
ず
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し

て
、
そ
う
い
っ
た
害
虫
に
対
し
て
、
殺

し
屋
を
送
り
こ
ん
で
く
る
よ
う
な
機
能

が
、
も
し
か
し
た
ら
、
周
囲
の
森
に
は

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
周

り
を
森
に
囲
ま
れ
た
「
谷
地
田
」
で
は

そ
う
で
な
い
場
所
に
比
べ
て
、ま
た
違
っ

た
種
類
の
肉
食
動
物
が
見
つ
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
が
明
確

に
裏
付
け
ら
れ
れ
ば
面
白
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

コ
メ
ッ
セ
で
は
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
の
よ
う
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り く

も
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県内科学イベントカレンダー

7日（土）第30回カフェ『化学物質と新潟水俣病』（仮
題）／ジュンク堂書店新潟店 地下１階Café Space
／ジュンク堂書店新潟店の1階レジの申込み書また
は電話（025・374・4411）またはメール
（honma@muf.biglobe.ne.jp）。定員40名。

7日・14日・21日・28日(毎週土)定期観望会
…木星と天王星・秋の星座を見る、沈む三日月と
木星・冬の1等星を見る、月のもようと木星・冬の
1等星を見るなど／胎内自然天文館／予約不要。雨
天・曇天時は中止。実施の有無は当日の17時に決
定。電話（0254・48・0150）

8日（日）驚き・感動 歴史体験 火起こし体験！
…キリモミ式（手で火きり棒を回す）で火起こしを
体験します。縄文人に挑戦しよう！／新潟県立自
然科学館／入館料のみ。当日先着40名。詳しくは
電話（025・283・3331）

14日（土）音楽と科学のふれあい広場…弦楽器の
演奏と簡単な科学装置による公開実験を行います
／新潟県立自然科学館／入館料のみ。当日先着80名。
詳しくは電話（025・283・3331）

14日（土）越冬昆虫を調べる会…昆虫の越冬方法
を観察します／信濃川／問合せは長岡市立科学博
物館（0258・32・0546）

出かけてみよう！
県外のイベント情報 BONES展

セキツイ動物の精巧に組み立てられた骨格からは、生物の進化
や動物の生態的特徴などの情報が読み取れます。「みる　きく
　かぐ　たべる　うごく　ふやす」といった動物の動きをキーワー
ドに、骨から読み解いた動物たちの生活を紹介します。（同館ウェ
ブサイトより引用：http://www.gmnh.pref.gunma.jp/）

こんな本見つけました

鳥の骨探
～ダチョウ・ペンギン・アホウドリ・ツル・タカ・ペリカンからフクロウ・カッコウ・
カワセミ・スズメに至る日本産および外国産主要鳥類の全身骨格標本と頭骨・
胸骨・翼の骨・足の骨等の分解骨カラー写真からみる骨格バードウォッチング～

場所：群馬県立自然史博物館
会期：2009年9月19日 ～ 11月23日
料金：一般700円 高大400円 中学生以下無料

発刊日：2009年6月1日
定　価：2,940円（本体2,800円＋税5%）
頁　数：352頁
造　本：A5
出版社：株式会社エヌ・ティー・エス

県内科学イベントカレンダー
※10月21日現在。問合せ・詳細については各イベントのウェブサイトや施設にお願い致します。
※直接提供頂いた情報の他、ウェブサイトやポスター・チラシ等から情報を抽出、転載しています。

11月
21日（土）・22日（日）にいがた科学フェスタ
2009 …青少年のための科学の祭典 2009 新潟県大
会、コメッセ2009、科学とみんなの広場2009 広げ
よう！科学のネットワーク！が共同で開催。同時
開催に第26回新潟県伝統的工芸品展／県央地場産
センター メッセピア（三条市）／詳しい内容・問合
せは2～3ページをご覧ください。

22日（日）特別観望会…月のクレーターと木星・
冬の1等星を見る／胎内自然天文館／予約不要。雨
天・曇天時は中止。実施の有無は当日の17時に決
定。電話（0254・48・0150）

28日（土）生活に身近な化学製品「オリジナル表札
を作ろう」…「夢・化学-21」事業 当事業は独立行政
法人国立青少年教育振興機構の助成を受けていま
す／新潟県立自然科学館／入館料のみ。小学4年生
以上。当日先着20名。詳しくは電話（025・283・3331）

7月21日～29日（日）糸魚川ジオパーク展
／あさひまち展示館…あさひまち展示館、サイエ
ンスミュージアム、フォッサマグナミュージアム
の間でスタンプラリーも開催／詳しくは新潟大学
理学部地質科学科へ電話（025・262・6197）、また
はFAX（025・262・6194）

www.nikst.org/portal/

ウェブサイトでも公開中

組立標本に加え分解骨を同じ骨ごとに列挙した
画期的な鳥の骨図鑑。まさに骨格バードウォッチング！



　

南
魚
沼
は
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
発
祥
の
地
。

　
「
天
の
時
」
昼
夜
の
温
度
差
は
、
コ
メ
作

り
に
も
っ
て
こ
い
。

　
「
地
の
利
」
日
本
有
数
の
豪
雪
地
、
八
海

山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
か
ら
の
雪
解
け

水
。

　
「
人
の
和
」
汗
水
た
ら
し
て
、
愛
を
込
め

て
作
る
農
家
の
人
た
ち
。

　

―
「
天
地
人
」。

　

そ
ん
な
日
本
一
お
い
し
い
コ
メ
を
使
っ
て

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
の
焼
き
お
に
ぎ
り
〝
け
ん
さ
ん

焼
き
〞。
戦
の
時
に
は
剣
の
先
に
刺
し
て
焼

い
て
食
べ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
の
よ
う
に
も
っ
ち
も
ち
、
新
潟
特
産

品
〝
越
後
も
ち
豚
〞。
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
豊
富

で
糖
代
謝
の
立
役
者
。

　

神
楽
獅
子
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
魚
沼
の
夏
の
風
物
詩
〝
神
楽
南

蛮
〞。
カ
プ
サ
イ
シ
ン
で
血
行
が
良
く
な
り

体
が
ポ
ッ
カ
ポ
カ
。

　

見
つ
け
た
人
が
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
舞
っ

た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
〝
ま

い
た
け
〞。
き
の
こ
類
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ビ

タ
ミ
ン
B2
を
含
み
、食
物
繊
維
も
い
っ
ぱ
い
。

　

さ
ら
に
地
元
食
材
を
使
っ
て
地
産
地
消
の

推
進
を
願
う
。

　

南
魚
沼
の
愛
が
た
く
さ
ん
「
天
地
人
バ
ー

ガ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
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天
地
人
バ
ー
ガ
ー

おにぎる。
コメどころ新潟の、おにぎり自慢 北

里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

管
理
栄
養
科

編集後記
●「戸を叩く狸と秋を惜しみけり」（蕪村）　深まりゆく秋の空。新米の美味しい季節になりました。　●２年目を迎えた「コメッセ」は、
「にいがた科学フェスタ2009」と題して「青少年のための科学の祭典2009 新潟県大会」と「科学とみんなの広場2009 広げよう！科
学のネットワーク！」と共同で開催し、来る11月21日（土）・22日（日）県央地場産センター メッセピア（三条市）で実施されます。「コ
メッセ探偵団」の元気溢れる研究発表をお楽しみに！　●「コメッセニュース２号」では、３つの「探偵団活動紹介」をしています。
独自の研究テーマについて、大学研究室や専門の研究所を訪問した迫真の現場レポートです。　●新潟県各地で様々なサイエンス活
動が、学生、市民を巻き込んで活発に展開されています。「科学とみんなの広場」のフォーラムでは、各地の多様な科学推進事業の
情報交換ネットワークの場として重要な役割を期待されています。多数のご来場をお待ちしています。（編集・木村）

02

北里大学保健衛生専門学院
管理栄養科　　　

1. 味噌にすりおろした（みじん切りでも可）しょうがを加 える。

　★ニンニクを加えてもおいしい。

2. 平らにしたおにぎりを中火で約２分、ごま油をひいたフライパンで

　両面に焼き目をつけ、焼きおにぎりにする。

3. ２の焼きおにぎりに１をぬってさらに少し焼き、香ばしさを出す。

4. 豚肉は筋を切り、肉たたきでたたいてから形を整え、

　Aの調味料に漬けて置く。

5. フライパンを中火で熱し、４を入れて焼き、焼き色がついたら

　裏返してフタをし、中に火が通るまで焼く。

6. 別のフライパンにまいたけを入れ、

　強火で焦がさない様に手早く炒める。

7. 焼きおにぎりの間に２枚大葉を敷き、もち豚とまいたけを挟む。

材料 作り方
コシヒカリ

越後味噌

しょうが

大葉

まいたけ

ごま油

もち豚

A しょうが

   しょうゆ

   みりん

   酒

神楽南蛮（味噌）

2.1合（精白米340g）

大さじ2

10g

10枚

70g

少々

300g

8g

大さじ2

大さじ1

大さじ1

適量
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